
 

第３号様式（第７条関係） 
会  議  録 

審議会等の名称 令和４年度 第１回富士市入札監視委員会 

庶務を担当する部課等 財政部 契約検査課 内線番号（2786） 

会議の開催の日時 令和４年８月 10 日（水） 午後１時 30分～午後３時 00分 

会議の開催の場所 富士市庁舎９階 第２委員会室 

出席者 ・入札監視委員会委員 

 山本睦、長橋順、飯田浩惠、畔村勇次、山田建太 

・工事担当者、事務局 

議題 １ 発注工事入札契約手続の運用状況報告について 

２ 案件抽出審議について 

配付資料 令和４年度 第１回富士市入札監視委員会 次第、席次表、審議書 

審議の状況 ・審議対象となる工事を抽出する指定委員は、事前に長橋委員に依頼済み 

・令和３年 10月１日～令和４年３月 31日までに市が発注した 123件の工

事に係る入札契約手続きの運用状況報告 

・入札参加資格停止等３件の運用状況報告 

・抽出案件６件についての審議 

審議の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発注工事入札契約手続きの運用について指摘事項は無かったものの、 

資料に前年度同期の件数を記載するよう指示があった。 

・入札参加資格停止等の運用について指摘事項は無かった。 

・指定委員が抽出した下記案件について審議を行い、全て適正に処理され

ていることが確認された。（審議内容については別紙のとおり） 

＜抽出案件＞ 

No. 工 事 名 入札契約方式 

１ 
令和３年度 天間川坂２０１０－１号線管路新
設工事 

一般競争入札 

２ 落合中野線ほか導水管布設替工事（その２） 一般競争入札 

３ 大淵狐窪１２号線ほか配水管布設替工事 一般競争入札 

４ 駿河台中継マンホールポンプ場ポンプ取替工事 一般競争入札 

５ 厚原西１７３－４号線管路新設工事 指名競争入札 

６ 東平三日市東線舗装補修工事 随意契約 
 

備考 ・再苦情等が寄せられた場合は、臨時会議を開催する。 
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（別紙）抽出案件の審議内容 

 

抽出事案１ 令和３年度 天間川坂２０１０－１号線管路新設工事 
 質疑 応答 

質問１ 

 ３度入札を実施して毎回入

札参加者が１者のみだった理

由は、河川からの水の流入の

可能性や鉄道との交差部分が

あるといった施工しづらい工

事であったからという理解で

よいか。 

そのような理由だと考える。 

質問２ 

３度目の入札で令和３年度

優良工事施工業者の認定を受

けた土木一式工事Ａ等級の格

付けがされた者を指名に加え

た理由はなにか。 

設計金額が 1,000 万円以上 3,000 万円未満のため、基準の

発注等級は土木一式工事Ｂ又はＣ等級であるが、３度目の入

札ということもあり、入札参加者の幅を広げるため、令和３

年度優良工事施工業者の認定を受けた土木一式工事Ａ等級の

格付けがされた者を入れて入札を執行した。 

質問３ 

１度目の入札は最低制限価

格未満で、２度目の入札は不

採算を理由に辞退とあるが、

その理由はなにか。 

１度目については、現場は水が流入しやすいといったこと

を知らずに通常の下水道工事として入札した可能性がある。

２度目については、２度目ということで現地を調査し、そう

いった情報を加味したうえで積算したところ不採算と判断し

たと考える。 

質問４ 

水の流入の可能性や鉄道と

の交差部分があるといった特

殊性について、公告等には記

載していないのか。 

公告等にはそういった詳細は記載していない。位置図を見

ることはできるので、入札参加者が現場を見たうえで判断す

ることになる。 

質問５ 
公募時の情報開示に関して

一定の基準はあるのか。 

今回の、水が出る可能性や鉄道と交差しているということ

は位置図を見ればわかるので書いていないが、特殊な事項に

ついては工事担当課が特記仕様書や現場説明事項において説

明している。 

審議 
結果 

・適正に処理されていることを確認した。 
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抽出事案２ 落合中野線ほか導水管布設替工事（その２） 

 質疑 応答 

質問１ 

１度目、２度目の入札と

もに予定価格超過で不調と

なったということは、そも

そも予定価格が低すぎたの

ではないかと考える。本工

事は特殊な工事が必要だっ

たとのことだが、予定価格

の算出時に現場は確認しな

いのか。 

工事担当課で現場の確認はしているが、積算は積算基

準を用いている。 

質問２ 

不落随意契約により落札

とのことだが、予定価格内

であるし、適正に工事を行

えるから契約となったとい

う理解でよいか。 

 最低額入札者の入札額が予定価格に対して超過率５％

以内であり、その者が不落随意契約への移行に同意をす

れば、再度２回見積合わせをすることができる。今回は

１回目の見積合わせで落札となった。 

審議 
結果 

・適正に処理されていることを確認した。 
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抽出事案３ 大淵狐窪１２号線ほか配水管布設替工事 

 質問 回答 

質問１ 

本案件は総合評価落札方

式だが、入札の公募の時点

で総合評価落札方式により

実施することはわかるよう

になっているのか。 

公告に記載している。 

質問２ 

 評価点で２者間に差が出

たのは配置予定技術者につ

いての部分だが、技術者が

少なくなってくると加点の

関係で一つの業者に受注が

集中してしまい、公正な競

争にならなくなる可能性が

あると考える。技術者を増

やすため、コロナ禍により

解雇された人や定年退職後

の人たちの再就職先とし

て、技術者としての職があ

るという広報や、資格取得

に繋がる講座を市の政策と

して実施するよう他の部署

に打診してみるのもいいの

ではないか。 

技術者資格については国の施策においても条件緩和が

進められているところである。 

また、週休二日制工事や着手日選択型工事など、なる

べく工事を受注しやすくする工夫をして発注している。

市において技術者養成のための講座は実施されていない

が、何かできることがあれば実施していきたい。 

質問３ 
 総合評価落札方式にする

基準はあるのか。 

工事担当課が過去の実績などを求めたい場合に総合評

価落札方式を希望し、契約検査課において同種・類似工

事の設定が可能である場合は総合評価落札方式としてい

る。年間１５件程度実施している。 
質問４ 

入札金額が他者より高いに

も関わらず、最終評価値に

よって落札に至ったケース

はあるのか。 

年間２、３件ある。令和３年度は本案件のみ。 

質問５ 

 一般競争入札で不調にな

った後に、技術力を重視し

たいということで総合評価

落札方式に移行することは

あるのか。 

過去には無いが、今後はそのような考え方も必要にな

ると考える。 

審議 
結果 

・適正に処理されていることを確認した。 
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抽出事案４ 駿河台中継マンホールポンプ場ポンプ取替工事 

 質問 回答 

質問１ 

入札参加資格の施工実績

を満たす業者は何者あった

のか。 

事務局で確認できた数としては、準市内で１者、県内

で１４者。 

審議 
結果 

・適正に処理されていることを確認した。 
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抽出事案５ 厚原西１７３－４号線管路新設工事 

 質問 回答 

質問１ 

１度目の入札は全者予定

価格超過で再入札となった

が、予定価格は適正だった

のか。岩地盤があること

と、業者が多忙な時期であ

ったため予定価格超過とな

ったということか。 

積算は設計基準に基づいて設計している。また、基本

的に下水道工事は生活道路を掘削して行うため、日々夜

間開放している。よって、岩地盤で掘削に時間が掛かっ

た場合、同じ深さを掘るにしても数回の埋め戻し、掘り

直しが発生することがある。その場合の経費は変更契約

で対応しているが、近隣からの騒音苦情が発生しやす

く、騒音対策を実施する場合があるので、そのような見

えない経費があることで入札額が高くなったと考える。 

質問２ 

本案件は指名競争入札だ

が、辞退の比率が高いよう

に思う。人手不足の関係で

の辞退と思われるが、発注

の時期に応じて繁忙期価格

などの設定はないのか。 

発注の時期によって積算の方法が変わるという設定は

現状ではない。 

また、辞退が多い理由として、指名競争入札は工事現

場に近い業者を指名しているので、その工事の受注を希

望しない業者も指名に入ってしまうというのもある。 

質問３ 

 材料費が高騰していると

思われるが、対応はしてい

るのか。 

 請負金額の１％以上材料費が上昇した場合、単品スラ

イド条項によりその分を増額変更契約することができ

る。まだ実績はないが、今年度に入ってから業者からの

問い合わせは何件か来ている。また、物価上昇に対応す

るため、通年同じ単価ではなく、直近の単価を適用して

予定価格を組んでいる。 

質問４ 

市が現場の人手不足を把

握しないと事態は深刻化し

ていくと思われるので、業

者へのアンケートを取ると

きに雇用のことを聞き取っ

たり、人手を増やす方法を

行政が考えたりしていかな

いと大変なことになると思

うので、検討してほしい。 

発注時期の平準化、ゼロ債務負担行為の活用、週休二日

制工事の推進によって、時期による人手不足がなるべく起

きないよう配慮している。 

審議 
結果 

・適正に処理されていることを確認した。 
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抽出事案６ 東平三日市東線舗装補修工事 

 質問 回答 

質問１ 

随意契約といえども一般

競争入札と同様に、業者の

見積もりが予定価格以下な

ら契約という手順でよい

か。 

入札を行い、業者の見積もりが予定価格以下なら契約

する。 

質問２ 

１回目の入札で予定価格

超過となっているが、その

時点では予定価格を業者は

わからないということでよ

いか。 

予定価格超過となったことはわかるが、予定価格はわ

からない。 

審議 
結果 

・適正に処理されていることを確認した。 

 


